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一
、
本
書
の
著
作
年
代

本
書

（篤
本
第
五
七
葉
）
に

次
に
四
教
を
以
て
五
時
に
収
め
五
時
を
以
て
面
と
篤
し
て

一
代
諸
経
を
判
ず
る
時
い
法
華
経
は
妙
法
蓮
華
経

を
以
て
主
と
篤
す
。
故
に
本
述
勝
劣
を
以
て
経
旨
と
篤
し
て
而
も

一
部
共
に
本
門
の
意
な
り
。
委
し
く
は
名

目
見
間
に
在
リ
ゴ
ム
。

と
あ
り
、
名
目
見
間
の
後
五
巷
た
る
五
帖
抄
の
第
二
容
に

尋
ね
て
云
く
、
述
と
本
と
の
案
位

・
昇
進
の
相
如
何
。

答
ふ
、
此
の
事
委
し
く
は

一
帖
抄
五
時
の
下
に
云
ふ
が
如
し
。
（佛
ダ
じ

と
あ
る
。
故
に
こ
の

一
帖
抄
は
名
目
見
聞
執
筆
中
の
著
に
し
て
、
名
目
見
間
の
第
五
巷
の
後
、
後
五
巷
の
前
の

著
述
と
寿
す
る
の
が
至
営
で
あ
る
。
こ
れ
を
年
琥
を
以
て
云
は
ば
文
安
三
年

（却
推
型
以
）
頃
で
あ
る
。

一、
本
書
の
大
意

本
書
は

「玄
義
教
相
見
聞
」
と
題
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
天
台
三
大
部
中
の
玄
義
所
読
の
教
判
に
つ
い
て
繹
し
た
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よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
賓
は
外
宜
述
面
の
天
台
の
教
相
を
繹
し
た
の
で
な
く
、
玄
義
の
文
章
に
は
拘
泥
せ

ず
内
豊
本
密
の
天
台
、
印
ち
営
宗
の
本
述
の
教
相
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
所
謂
営
宗
に
於
て
は
三
大
部
中
、

文
句
は
五

，義
の
中
の
別
章
た
る
鎧
宗
用
を
述
べ
、
止
観
は
述
門
の
證
た
る
諸
法
賞
相
を
観
ず
る
観
法
を
述
べ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
等
を
去
つ
て
線
名
た
る
妙
法
蓮
華
経
を
繹
し
、
而
も
線
名
の
観
心
を
読
け
る
玄
義
を
取

る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば

「
玄
義
」
の
二
字
は
止
観
を
以
て
三
大
部
の
主
体
と
す
る
台
家
の
意
に
封
す
る
営
家
の

意
で
あ
る
。
こ
の
故
に

「
玄
義
教
相
見
聞
」
な
る
題
琥
は
営
家
の
教
相
た
る
本
述
判
を
記
し
た
見
間
の
意
で
あ

る
。
こ
れ
に
依
て
こ
の
題
琥
の
上
に
更
に

「
開
述
顧
本
」
の
四
字
を
冠
し
て
み
れ
ば
そ
の
意
を
得

る

で
あ

ろ

ンｎノ。
此
の
如
く
本
抄
は
そ
の
目
次
に
も
見
ら
れ
る
が
如
く
、
本
宗
の
教
判
す
る
本
述
問
題
を
あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
り
論

じ
、
以
て
営
時
の
天
台
宗
並
に
諸
法
華
宗
の
本
述

一
致
読
を
破
し
て
宗
祀
の
本
懐
た
る
本
述
勝
劣
義
を
固
揚
し

た
も
の
で
あ
る
。
日
隆
聖
人
営
時
に
於
て
は
諸
門
流
殆
ん
ど
本
述
を
理
膿
に
約
し
て
論
じ
て
い
て
、
事
の
本
述

を
論
じ
て
い
な
い
。
本
述
を
理
證
の
上
に
論
ず
る
が
故
に

一
往
勝
劣
再
往

一
致
に
堕
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
貼

本
抄
に
於
て
は
徹
頭
徹
尾
事
の
本
述
を
談
ず
る
も
の
で
、
随
つ
て
本
述
勝
劣
を
以
て
宗
旨
と
す
る
も

の

で
あ

る
。
是
れ
諸
法
華
宗
超
過
獨
勝
た
る
尼
崎
流
の
法
門
で
あ
る
。
此
の
故
に
本
抄
に
は

「
尼
崎
流
唯
授

一
人
之
秘

曲
」

第

一
四
蕃

と
か

「
尼
崎
流
最
極
秘
博
」

第
ニ
ハ８

と
か
、
「
尼
崎
流
日
蓮
宗
の
義
は
」
等
と
出
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
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